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【目的】透析器内の逆濾過にて透析液や RO水中に存在する微粒子や珪素が透析器

の中空糸内に流入するかを in vitro にて検証した。 

【対象】ＰＳ膜で開孔面積の違うＡＰＳ‐１５Ｅ（AE）、ＡＰＳ‐１５Ｓ(AS)、ＡＰＳ‐１５Ｕ(AU)

で検討した。 

【方法１】日機装社の DCS-22B を２台用意し、EF-01 を装着した１台にて微粒子数が

約 30 個/ml となる浄化透析液を透析器内の中空糸内に通水させ、EF-01 を装着して

いないDCS-22Bにて未浄化透析液で微粒子が約5000個/ml となる透析液を透析液

側にガスパージにて通水を行い、ガスパージ工程における各透析器の中空糸内の微

粒子数をそれぞれの透析器にて３回測定し、その測定結果にて各透析器の評価を行

なった。 

【方法２】透析器の透析液側出口を密閉し、微粒子数が約400個 / ml となるRO水を

透析液側に 250mmHg の圧力にて送液し、血液側となる中空糸内に血液ポンプを用

いて強制的に分速 200、600ml にて吸引逆濾過を行い、各逆濾過速度による各透析

器の微粒子数の阻止率をみた。また同様の方法にて各透析器中空糸内への珪素の

流入濃度の測定を行なった。但し、珪素の中空糸内への流入測定は１回としている。 

【結果】方法１ではＡＥ，AＳでは上昇し、AＵに変化は認められなかったが、各透析器

に有意差は認められなかった。方法２のＰＶ阻止率は逆慮過 200、600 ともに AＥ，AＳ

は AU に比し、有意に低値を示した（P<0.05）。珪索の阻止能はＡＥのみが認められず，

ＡＵ＞ＡＳの順に低地を示した。 

【結論】今回の結果からは透析器内の逆濾過にて水中の懸濁物質による血液汚染は

否定できず、血液透析には透析液水質に準じた開孔面積となる透析器を使用するの

が望ましいと考えられた。 

 


